



























































































































































































































































































































































































































































































△σ　　　　　△σ　　△σ　　△σ △σ △σ　　　△σ Depth　of　Defect
＝90 ＝60　＝50　　＝40一＝30 諏27．9一＝20 廻一＝0．3
Qa
＝13．8（N／mm2）
△σ
＝70
P
5　106 5107　　5108　　5109　　51010　　51011
　　　　　Number　of　Life　Cycle　N（CVcle）
　　　図10初期き裂深さと疲労寿命サイクル．
5　1012 5　1013
140 川添　強・松尾信太郎・錦戸真吾
9ヶ月という異例の早さで，4翼中の1翼が翼根部よ
り疲労破壊し欠損した．この主要因子を解明してきた
結果，初期の材料欠陥が深さ2．5mm，幅8．Omm以下と
小さいこと，および通常前進時の流体力による翼の変
動応力も13．8～27．9N／mm2と小さいことから，破壊力
学上および従来の折損事例からして，これらが主要因
となって早期折損したとは推定し難いという結論を得
た．
　そこで，主機およびプロペラ軸の過大な縦振動に注
目し，翼の曲げ固有振動数を推算した結果，両者の振
動数が近接しており共振の可能性が明らかになった．
共振が起こると約60N／mm2の振動応力が翼根に発生
し，これが翼の早期折損の主要因子になり得ることが
確認された．
　第1報および本丁を通じて，ケミカルタンカのプロ
ペラ翼の折損を例として取り上げ，次の①～⑬のプロ
セスを経て，その主要因子を解明してきた．
　①損傷プロペラの目視検査
　②染色浸透探傷試験
　③材料試験
　④化学成分の分析
　⑤材料のミクロ組織調査
　⑥破壊起点部のSEM調査
　⑦起点部の材料欠陥の評価
　⑧伴流による前進作動時の翼の変動応力の推定
　⑨主機およびプロペラ軸の振動調査
　⑩実船プロペラの空気中における曲げ固有振動数
　　　の計測
　⑪二丁プロペラの水中における曲げ固有振動数の
　　　推定
　⑫主機およびプロペラ軸とプロペラ翼の共振によ
　　　る振動応力の推定
　⑬破壊力学に基づくプロペラ翼の疲労寿命の推定
　この解明プロセスが，舶用プロペラに携わる技術者
の一助となれば幸いである．今後の課題としては，実
学プロペラの水中における固有振動数を計測して，翼
振動応力の推定精度を上げることが重要と考える．
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